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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第91期
第２四半期
累計期間

第91期
第２四半期
会計期間

第90期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 6,681,204 3,065,922 13,556,466

経常利益 (千円) 1,329,102 445,825 2,835,627

四半期(当期)純利益 (千円) 821,415 271,058 1,662,442

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) ─ 1,650,000 1,650,000

発行済株式総数 (株) ─ 33,000,000 33,000,000

純資産額 (千円) ─ 31,866,564 31,705,476

総資産額 (千円) ─ 36,634,433 36,938,131

１株当たり純資産額 (円) ─ 1,005.04 999.90

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 25.91 8.55 52.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 18.00

自己資本比率 (％) ─ 87.0 85.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 767,797 ─ 1,886,985

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △631,532 ─ △3,489,338

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △574,282 ─ △687,499

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 4,717,371 5,155,388

従業員数 (名) ─ 238 237

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

                                                      平成20年９月30日現在

従業員数(名) 238

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円)

養命酒 3,122,571

その他 22,197

合計 3,144,768

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社は、原則として見込み生産方式を採っているため、記載を省略しております。
　
(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円)

養命酒 2,979,229

不動産収入 41,559

その他 45,133

合計 3,065,922

(注) １　総販売実績に対する輸出高の割合が100分の10未満であるため輸出販売高・輸出割合及び輸出先の記載をして

おりません。

　　 ２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

当第２四半期会計期間

金額(千円) 割合(％)

株式会社パルタックＫＳ 885,253 28.9

丹平中田株式会社 692,081 22.6

株式会社大木 372,814 12.2

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）におけるわが国経済は、米国の

サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安の広がり、原材料価格の高騰など景気の減速感が

高まり、企業収益への圧迫や個人消費に対する影響が更に増しております。

　当社の関連業界におきましては、流通業界の再編、業種・業態を超えた企業間競争、生活防衛意識の高まり

による消費活動の低迷等、予断を許さない状況が続いております。

　このような状況の中で、当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」ことを経営理念と

し、「少子高齢化社会に即した成長戦略の実現により企業価値を高める」ことを基本方針とした第２次中

期経営計画（平成19年４月から平成22年３月まで）に取り組んでおります。中期経営計画の統一した戦略

を実現するために、マーケティング・販売・物流・研究開発を担う部門を統括するマーケティング本部の

他、薬事・生産・海外事業を統括する生産事業本部、また人事総務・経理を統括する管理本部の３本部の

下、より効率的な商品開発など業務執行の強化と部門間の連携を図っております。

　当第２四半期会計期間の「養命酒」事業につきましては、東洋医学における「未病」という概念を紹介

し、「冷え」や「疲れ」をテーマとする広告と連動した店頭販売促進活動を行うとともに、各種イベントへ

の参加、ウェブの活用等による薬種文化の浸透を目指したトータルマーケティング活動を積極的に行いま

した。また、海外におきましては、既存の東南アジア諸国を中心として各国の市場環境に即したマーケティ

ング活動を行いました。

　以上の結果、主力商品「養命酒」の売上は個人消費の停滞感が深まる中でやや低迷し、不動産賃貸料及び

その他の売上を合算いたしまして、その売上高は3,065百万円となりました。利益面につきましては、営業利

益は419百万円、経常利益は445百万円、四半期純利益は271百万円となりました。

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ303百万円減少し、36,634百万円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が661百万円、投資有価証券が国債の購入により258百万円それぞれ増加

した一方で、有価証券が主に国債の満期償還により1,301百万円減少したことによるものであります。

　負債は、前事業年度末に比べ464百万円減少し、4,767百万円となりました。主な要因は、未払法人税等が86

百万円、繰延税金負債が34百万円、その他に設備投資にかかる未払金などがそれぞれ減少したことによるも

のであります。

　純資産は、前事業年度末に比べ161百万円増加し、31,866百万円となりました。主な要因は、その他有価証券

評価差額金が87百万円減少した一方で、四半期純利益の計上などにより利益剰余金が250百万円増加したこ

とによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物は、第１四半期会計期間末に比べ272百万円増加し、

4,717百万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益444百万円、減価償却費186百万円、売上債権の

減少額581百万円などにより1,146百万円の収入となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の償還による収入1,200百万円があった一方で、定期預金

の預入による支出1,000百万円、投資有価証券の取得による支出998百万円などにより、870百万円の支出と

なりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得などにより２百万円の支出となりました。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は80百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　第１四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。　
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,000,000 33,000,000

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

─

計 33,000,000 33,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 33,000 ― 1,650,000 ― 404,986
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(5) 【大株主の状況】

　　平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大正製薬株式会社 東京都豊島区高田３―24―１ 6,600 20.00

ステート　ストリート　バンク ア
ンド　トラスト　カンパニー
 (常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行兜町証券決済
業務室)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.(東京都中央区日本橋兜町６―７)

2,545 7.71

ザ・エスエフピー・バリュー・
リアライゼーション・マスター
・ファンド・リミテッド
（常任代理人　クレディ・スイス
証券株式会社）

PO BOX 309GT, UGLAND HOUSE, SOUTH CHURCH
STREET GEORGE TOWN, GRAND CAYMAN,CAYMAN
ISLAND, BRITISH WEST INDIES
(東京都港区六本木１―６―１　泉ガーデンタ
ワー)

1,892 5.73

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１―４―５ 1,509 4.57

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178―８ 1,300 3.94

大同生命保険株式会社 大阪府大阪市西区江戸堀１―２―１ 603 1.82

塩　澤　　護 東京都杉並区 569 1.72

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１―１―２ 529 1.60

トーア再保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台３―６―５ 527 1.59

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海１―８―１１ 502 1.52

計 ― 16,578 50.23

(注) １ 当社は、自己株式1,293千株（発行済株式総数に対する割合3.91％）を所有しております。

　　 ２ アーノルド・アンド・エス・ブレイクロウダー・アドバイザーズ・エルエルシーから、平成20年４月18日付で大

量保有報告書、平成20年５月７日付で大量保有報告書（変更報告書）が提出され、平成20年４月30日付で次のと

おり株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末日現在における実質

所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）
 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

 

アーノルド・アンド・エス
・ブレイクロウダー・アド
バイザーズ・エルエルシー

アメリカ合衆国　ニューヨーク
州　ニューヨーク市　アベ
ニュー・オブ・ジ・アメリカ
ズ1345

2,400 7.27  
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  1,293,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,445,000 31,445 ―

単元未満株式 普通株式　  262,000― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 33,000,000― ―

総株主の議決権 ― 31,445 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２個）含

まれております。

　　 ２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式379株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
養命酒製造株式会社

東京都渋谷区南平台町
16―25

1,293,000─ 1,293,0003.91

計 ― 1,293,000─ 1,293,0003.91

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

最高(円) 1,0441,1271,0701,0521,0401,090

最低(円) 949 1,010 980 971 1,006 930

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期累計期

間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に

関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号

ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に

係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　　

３　四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項

により、当社では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な

判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.0％

売上高基準 0.7％

利益基準 0.1％

利益剰余金基準 0.2％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,247,371 1,585,388

受取手形及び売掛金 ※３
 2,969,897

※３
 2,877,797

有価証券 6,000,496 7,301,890

商品及び製品 330,651 363,317

仕掛品 173,410 144,505

原材料及び貯蔵品 286,740 283,822

その他 334,228 240,818

流動資産合計 12,342,796 12,797,539

固定資産

有形固定資産 ※１
 7,181,898

※１
 7,433,141

無形固定資産 241,142 259,349

投資その他の資産

投資有価証券 11,804,479 11,545,533

その他 5,067,656 4,906,106

貸倒引当金 △3,539 △3,539

投資その他の資産合計 16,868,596 16,448,100

固定資産合計 24,291,637 24,140,591

資産合計 36,634,433 36,938,131

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 239,966 250,851

未払法人税等 452,867 539,535

賞与引当金 250,162 253,564

その他 1,538,306 1,775,425

流動負債合計 2,481,302 2,819,377

固定負債

繰延税金負債 1,354,660 1,389,618

役員退職慰労引当金 50,850 83,600

その他 881,056 940,059

固定負債合計 2,286,566 2,413,277

負債合計 4,767,869 5,232,654
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,650,000 1,650,000

資本剰余金 676,680 676,680

利益剰余金 29,037,829 28,787,171

自己株式 △1,499,116 △1,497,027

株主資本合計 29,865,393 29,616,823

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,001,171 2,088,652

評価・換算差額等合計 2,001,171 2,088,652

純資産合計 31,866,564 31,705,476

負債純資産合計 36,634,433 36,938,131
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 6,681,204

売上原価 2,081,285

売上総利益 4,599,918

販売費及び一般管理費 ※１
 3,416,871

営業利益 1,183,046

営業外収益

受取利息 37,632

受取配当金 106,393

その他 17,049

営業外収益合計 161,074

営業外費用

支払利息 13,045

その他 1,973

営業外費用合計 15,019

経常利益 1,329,102

特別利益

固定資産売却益 213

特別利益合計 213

特別損失

固定資産除却損 16,946

特別損失合計 16,946

税引前四半期純利益 1,312,369

法人税、住民税及び事業税 457,000

法人税等調整額 33,954

法人税等合計 490,954

四半期純利益 821,415
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 3,065,922

売上原価 971,658

売上総利益 2,094,263

販売費及び一般管理費 ※１
 1,675,204

営業利益 419,059

営業外収益

受取利息 18,740

受取配当金 3,731

その他 8,844

営業外収益合計 31,317

営業外費用

支払利息 4,250

その他 301

営業外費用合計 4,551

経常利益 445,825

特別利益

固定資産売却益 213

特別利益合計 213

特別損失

固定資産除却損 1,382

特別損失合計 1,382

税引前四半期純利益 444,656

法人税、住民税及び事業税 130,000

法人税等調整額 43,597

法人税等合計 173,597

四半期純利益 271,058
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,312,369

減価償却費 368,714

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,402

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,750

受取利息及び受取配当金 △144,025

支払利息 13,045

有形固定資産売却損益（△は益） △213

有形固定資産除却損 16,946

売上債権の増減額（△は増加） △92,100

たな卸資産の増減額（△は増加） 842

仕入債務の増減額（△は減少） △10,885

未払費用の増減額（△は減少） △23,028

未払消費税等の増減額（△は減少） 62,485

その他 △274,829

小計 1,193,168

利息及び配当金の受取額 140,487

利息の支払額 △22,830

法人税等の支払額 △543,027

営業活動によるキャッシュ・フロー 767,797

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 200,000

有価証券の償還による収入 1,500,000

有形固定資産の取得による支出 △309,329

有形固定資産の売却による収入 550

無形固定資産の取得による支出 △23,310

投資有価証券の取得による支出 △999,442

投資活動によるキャッシュ・フロー △631,532

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,050,000

短期借入金の返済による支出 △1,050,000

自己株式の取得による支出 △2,088

配当金の支払額 △572,193

財務活動によるキャッシュ・フロー △574,282

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △438,017

現金及び現金同等物の期首残高 5,155,388

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,717,371
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

会計方針の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

３　法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。　

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

　

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の

      減価償却累計額     　　　　　14,342,298千円

※１　有形固定資産の

      減価償却累計額              　14,034,749千円

　２　偶発債務

　　　保証債務

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度によ

る借入金に対し保証を行っております。

保証額 12,681千円

　２　偶発債務

　　　保証債務

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度によ

る借入金に対し保証を行っております。

保証額 13,346千円

※３　受取手形割引高　　　　　　　　  　83,330千円 ※３　受取手形割引高　　　　　　　　  　78,070千円

　

(四半期損益計算書関係)

　

　　第２四半期累計期間
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　広告宣伝費 1,720,377千円

　退職給付費用 49,180〃

　賞与引当金繰入額 150,194〃

　減価償却費 105,871〃

　　第２四半期会計期間
当第２四半期会計期間

(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　広告宣伝費 807,290千円

　退職給付費用 24,641〃

　賞与引当金繰入額 74,300〃

　減価償却費 53,736〃

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,247,371千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 3,500,000〃

預入期間が３ケ月を超える定　期
預金

△1,030,000〃

現金及び現金同等物 4,717,371千円
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(株主資本等関係)

　
当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成

20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 33,000,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 1,293,379

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 570,756 18.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

       該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため、記載しておりません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

1,005円04銭　 999円90銭

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 31,866,564 31,705,476

普通株式に係る純資産額(千円) 31,866,564 31,705,476

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(株) 33,000,000 33,000,000

普通株式の自己株式数(株) 1,293,379 1,291,290

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

31,706,621 31,708,710

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　第２四半期累計期間
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益　　　　　　　　 25円91銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益　　　 　─

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま　　　　　　

 せん。

　　 ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（千円）

821,415

普通株式に係る四半期純利益(千円) 821,415

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,707,988

　

　　第２四半期会計期間
当第２四半期会計期間

(自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益　　　　　　　　  8円55銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益　　　 　─

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま　　　　　　

 せん。

　　 ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（千円）

271,058

普通株式に係る四半期純利益(千円) 271,058

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,707,373
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社

取 締 役 会　御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

公認会計士　　宮　下　    怜　　  　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

公認会計士　　松　浦　康　雄　　　　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命

酒製造株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第91期事業年度の第２四半期会計期間（平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月

30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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